
森 川 甫 教 授



森川 甫教授略歴・主要業績

─略 歴─

学 歴
１９５４年４月～１９５８年３月 大阪外国語大学フランス語学科（文学士）
１９５８年４月～１９６２年３月 大阪大学大学院文学研究科修士課程（文学修士）
１９６２年４月～１９６３年３月 大阪大学大学院博士課程中退
１９６５年９月～１９６７年９月 パリ大学文学・人文学部に留学
１９６５年９月～１９６６年９月 兵庫県海外給費留学生
１９６６年９月～１９６７年９月 フランス政府給費留学生
１９６６年１２月 パリ大学博士学位論文提出候補者名簿に登録される。

口頭試問試験官 ジャン・ギットン教授、論文指導教授 アンリ・グイ
エ教授、１９７３年以降、ジャン・メナール教授

１９７３年９月～１９７５年３月 パリ・ソルボンヌ大学（パリ大学�）に留学 フランス政府給費留学生
１９９０年４月～１９９１年３月 パリ・ソルボンヌ大学に学院留学
１９９１年６月 大阪大学より学位が授与される（文学博士）
１９９７年４月～１９９７年９月 フランス、ハンガリー（デブレツェン）に学院留学

職 歴
１９６３年４月～１９６８年３月 関西学院大学社会学部専任講師
１９６８年４月～１９７５年３月 関西学院大学社会学部助教授
１９６９年４月～１９７１年３月 社会学部教務副主任
１９７５年４月～現在 関西学院大学社会学部教授
１９７５年４月～１９７７年３月 社会学部学生主任
１９７７年４月～１９７９年３月 関西学院広報委員
１９７７年４月～１９７８年３月 大阪大学文学部および言語文化部兼任講師
１９７８年４月～１９７９年３月 社会学部教務主任
１９７８年４月～１９７９年９月 関西学院大学評議員（全学選出）
１９７９年４月～現在 学校法人 頌栄保育学院理事
１９８０年１０月～１９８１年９月 社会学部教務主任
１９８４年４月～１９８９年３月 関西学院院長補佐
１９８７年４月～１９９０年３月 関西学院千刈セミナーハウス館長
１９９０年５月～現在 財団法人 国際日本研究所理事
１９９０年６月～１９９３年５月 学校法人 四国学院評議員
１９９３年４月～１９９５年３月 関西学院大学大学文学部大学院文学研究科博士課程前期・後期課程兼担

教授（哲学文献研究）
１９９３年５月～現在 学校法人 四国学院キリスト教教育研究所運営委員
１９９７年４月～現在 関西学院大学大学文学部大学院文学研究科博士課程前期・後期課程兼担

教授（哲学史特殊講義）
１９９８年５月～現在 宗教法人 神戸改革派神学校理事
２０００年７月 九州大学文学部および大学院文学研究科 兼任講師

集中講義（フランス古典文学研究史、仏文学特講）

学会及び社会における活動等
日本フランス語フランス文学会会員
日本フランス哲学会会員
日本基督教学会会員
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Société des Amis de Port-Royal（Paris, France）会員
Centre international BLAISE PASCAL（Clermont-Ferrand, France）会員
Société d’Etude du XVIIe Siècle （Paris, France）会員
日本基督改革派教会大会議員
日本基督改革派教会大会憲法第３委員会委員
日本基督改革派教会大会外国教会連絡委員会委員

免 許
１９５８年 運輸省通訳案内業試験（英語） 合格
１９５９年 通訳案内業免許取得 第９７号（兵庫県知事）

受 賞
１９９３年 西谷啓治賞（パスカル研究、財団法人 国際日本研究所）

他大学への出講
大阪大学文学部および言語文化部、甲南大学文学部、関西大学、聖和大
学、九州大学文学部および同大学院 集中講義

担当学科目
総合教育科目
１）教養科目、一般教育科目

西洋文学（旧約聖書、ギリシャ神話から始める）
教養演習、人文演習（人間、思索、学問、大学等をテーマとする）

２）言語教育科目
フランス語文法、読本、表現論
フランス哲学・思想講読演習、フランス芸術・文化講読演習

専門教育科目
文化論（ヨーロッパ）
比較文化論（地中海世界と日本）

大学院（博士課程前期課程・後期課程）
哲学史特殊講義
哲学文献研究

１．『現代におけるカルヴァンと
カルヴィニズム』（編・著）

２．Sengari - Séminaire sur les Pen-
sées de Pascal（編・著・訳）

３．『フランス・プロテスタント
苦難と栄光の歩み―ユグノー
戦争、ナント勅令、荒野の教
会―』（単）

４．『パスカル「プロヴァンシア
ルの手紙」―ポール・ロワイ
ヤル修道院とイエズス会―』
（単）

すぐ書房

関西学院セミナー
ハウス

日本基督改革派西
部中会

聖恵授産所出版部

関西学院大学出版会

１９８７年１０月

１９９０年３月

１９９９年２月

２０００年３月

カルヴァン研究 ２６２p.

パスカル研究 ７７p.

フランス・プロテスタント史研
究 １３５p.

パスカル研究。大阪大学に提出
し、文学博士の学位を授与され
た学位論文に加筆、修正した。
４４３p.

�－１ 著 書
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１．Première Classe du Français
―Grammaire（共著）
（新フランス語初等文法）

２．Variété - Lecture et grammaire
―（フランス語初級テキスト）
（共編）

３．橋本龍三・春名純人編『カル
ヴァンの信仰と思想』

４．田辺 保編『パスカル著作集』
別巻�

５．武藤一雄編『キリスト教を学
ぶ』

６．真鍋一史編『世界における日
本研究－国際交流と国際比較
の視点から』

７．『受け継がれた信仰』所収

８．Pascal, Port-Royal, Orient, Occi-
dent

９．『キリスト教と欧米文化』

１０．宮谷宣史編『性の意味―キリ
スト教の視点から―』所収

白水社

朝日出版社

すぐ書房

教文館

世界思想社

関西学院大学

日本基督改革派教会

Klincksieck
paris

キリスト教文化学
会ヨルダン社

新教出版社

１９６９年２月

１９７１年４月

１９８１年６月

１９８３年９月

１９８５年１０月

１９８４年３月

１９８５年６月

１９９１年２月

１９９７年６月

１９９９年８月

フランス語文法

フランス語文法・読本

「ヴァンデルのカルヴァン研究」
PP.７３－１６９.

「パスカルと西田幾多郎」
PP.９９－１１３.

「パスカル」 PP.２５６－２６０．

「フランスの日本研究―歴史と
現状―」pp.１－１０.
「ロニの東洋語学校講座開講講
演」（１８６３）pp.１４４－１５３.
「ジャン・ステッツェルの国際
交流論
『社会科学、人文科学の世界的貸
借対照表は可能か」pp.１５４－１６２.

「カルヴァンの人物と業績
―『新約聖書註解をめぐって―」
P.２９－６１.

１９８８年９月，東京大学で開催さ
れたアジア初のポール・ロワ
イヤル学会研究報告書．L’influ-
ence de la pensée pascalienne
chez un protestant japonais:
Koh Yûki pp.２３１－２３６.

「恩寵論からみたパスカル」
pp.１４－３６.

「近世フランス女性の教養への
アプローチ」
pp.２３８－２５７.

�－２ 共著・分担執筆

�－３ 翻 訳
１．『現代キリスト教思想双書第
１２巻』

２．L’avènement de la sociologie
moderne au Japon

３．『人間カルヴァン』（Richard
Stauffer 著 L’Humanité de
Calvin）

４．カルヴァン『新約聖書註解
共観福音書』上

白水社

Cahier internationaux
de sociologie vol. LVII

P. U. F.

すぐ書房

新教出版社

１９７４年８月

１９７４年

１９７６年１１月

１９８４年３月

「意志と行為」
（J.Ellule著 Le vouloir et le

faire）
フランス社会倫理思想
（本邦初訳）pp.７－２６１.

（蔵内数太著『社会学』１部１４
章「日本における社会学の成
立」）日本における社会学の成
立の特質を国際学界に紹介
pp.１９７－２２２.

書幹によるカルヴァン研究
（本邦初訳）全１３３頁

カルヴァンの聖書注解（本邦
初訳）全５３１頁
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５．メナール版『パスカル全集』
第１巻

６．メナール版『パスカル全集』
第２巻

白水社

白水社

１９９３年１１月

１９９４年６月

「パスカルの親族についての覚
え書き」
パスカルの一伝記（本邦初訳）
pp.８０－９５�全４９５頁

「要約イエス・キリストの生涯」
pp.９－６５.
「初期のキリスト者と今日のキ
リスト者の比較」
pp.３７６－３９０�全６６０頁

�．学術論文
１．Pascal - son idée de la foi

dans le discours du pari―（卒
業論文）

２．パスカルの聖書解釈について

３．Lhermet, Pascal et la Bible - le
drame histrico-théologique-

４．Etude sur I’Histoire du Salut
dans les Pensées de Pascal
（修士論文）

５．パスカルの『パンセ』におけ
る預言に関する一考察

６．Jean Calvinの Institution de la
Religion chrétienne における
人間観－Image de Dieuの意
味

７．パスカルの『パンセ』におけ
る悪の意味

８．パスカルの「メモリアル」と
その信仰（１）

９．La pensée théologique ex-
primée par le Père Nouet,
Jésuite pendant les Provincia-
les .

１０．『プロヴァンシアル』論争の
起源と経過

１１．アンナ神父『プロヴァンシア
ル』論争におけるアンティ・
ジャンセニスト

１２．Sur la théologie biblique dans
les Pensées de Pascal.

１３．『プロヴァンシアル』研究－
アンティ・ジャンセニスト、
ヌエ神父

１４．フランス・キリスト教思想の
植村正久への影響

１５．パスカルにおける理性の意味
―その限界―

１６．西田哲学のパスカルへの共感

大阪外国語大学

『フランス文学研究』
日本フランス文学会

『フランス文学研究』
日本フランス文学会

大阪大学文学部

GALLIA（�）
大阪大学文学部

『フランス語フラ
ンス文学研究』

日本フランス語フ
ランス文学会

『社会学部紀要』第
９・１０号

関西学院大学社会学部

『論攷』第１２号
関西学院大学

『フランス研究３』
関西学院大学文学部
フランス文学研究室

『社会学部紀要』第１６号
関西学院大学社会学部

『論攷』第１５号
関西学院大学

Annual Studies vol.１７
関西学院大学

『論攷』第１６号
関西学院大学

『社会学部紀要』第２０号
関西学院大学社会学部

『社会学部紀要』第２２号
関西学院大学社会学部

GALLIA
大阪大学フランス
語フランス文学会

１９５８年１月

１９６０年

１９６２年

１９６２年１月

１９６２年３月

１９６４年

１９６４年

１９６５年

１９６７年１１月

１９６８年３月

１９６８年１０月

１９６８年１１月

１９６９年１２月

１９７０年３月

１９７１年３月

１９７１年８月

パスカル研究

パスカル研究

パスカル研究

パスカル研究

パスカル研究 pp.３５－５９.

カルヴァン研究

パスカル研究
pp.１３３－１３９.

パスカル研究
pp.１６７－１７９.

パスカル研究

パスカル研究 pp.６９－７７.

パスカル、ジャンセニスト、
イエズス会士に関する研究
pp.１７９－１８９.

パスカル研究
pp.３９－５１.

パスカル、ジャンセニスト、
イエズス会士に関する研究
pp.１３９－１４８.

比較文学・思想
pp.１９－２５.

パスカル研究
pp.１６５－１６９.

比較思想
pp.２９３－３０５.

― ―４ 社 会 学 部 紀 要 第８９号



１７．Pascal et les penseurs japonais

１８．『プロヴァンシアル』におけ
るパスカルの恩寵論

１９．Le Père Annat anti-janséniste
dans la querelle des Provin-
ciales

２０．Les Jésuites devant les Provin-
ciales de Blaise Pascal
―Examin des réponses jésuites―

２１．ヴァンデルのカルヴァン研究
―伝記編―

２２． Examens des réponses
Jésuites aux Lettres Provincia-
les de Blaise Pascal

２３．ジャン・ステッツエルの国際
交流論「社会科学、人文科学
の世界的貸借対照表は可能
か」

２４．『厚生新篇』の原著者、ノエ
ル・ショメルについて

２５．恩寵論からみたパスカルの宗
教思想

２６．修業時代のジャン・カルヴァ
ンとパリ

２７．Noël Chomel, auteur de Kôsei-
shinpen , Dictionnaire éco-
nomique

２８．フランスの日本研究―歴史と
現状―

２９．カルヴィニストとジェズイッ
トの論争－パスカルの『プロ
ヴァンシアルの手紙』に対す
るヌエ神父の反駁文書に関連
して－

３０．ロニの東洋語学校日本語講座
開講講演（１８６３年）

３１．カルヴァンの生涯における『新
約聖書註解』

３２．カルヴァンの表現の一断面
『新約聖書註解・共観福音書』
上を翻訳して

３３．『ジュネーヴ詩編歌の成立』

３４．恩寵論からみたパスカルの
『パンセ』

３５．L’influence de la pensée pas-
calienne chez un protestant
japonais. Koh Yûki

Annual Studies vol.２０
関西学院大学

『論攷』
関西学院大学

Annual Studies vol.２２
関西学院大学

Annual Studies vol.２６
関西学院大学

『社会学部紀要』第３５号
関西学院大学社会学部

Annual Studies vol.２７
関西学院大学

『社会学部紀要』第３９号
関西学院大学社会学部

『社会学部紀要』第４０号
関西学院大学社会学部

『理想』
理想社

『流域』
青山社

Annual Studies vol.３１
関西学院大学

『社会学部紀要』第４６号
関西学院大学社会学部

GALLIA
大阪大学フランス
語フランス文学会

『社会学部紀要』第４７号
関西学院大学社会学部

『論攷』第５５号
関西学院大学

『新教』１９８４年春季号
新教出版社

『ヨーロッパ文化
研究』第１７号
関西学院大学

『キリスト教文化
学会報』

キリスト教文化学会

『社会学部紀要』第６２号
関西学院大学社会学部

１９７１年１２月

１９７２年

１９７３年１２月

１９７７年１２月

１９７７年１２月

１９７８年１２月

１９７９年１２月

１９８０年３月

１９８１年７月

１９８２年６月

１９８２年１２月

１９８３年３月

１９８３年３月

１９８３年１２月

１９８４年３月

１９８４年６月

１９８８年３月

１９９０年３月

１９９０年３月

パスカル研究
pp.２１－２６.

パスカル研究
pp.１７－２１.

パスカル研究
pp.３５－５１.

カルヴァン研究
pp.１１１－１２５.

パスカル研究

比較文化論研究
pp.１３９－１４７.

比較文化論研究
pp.６１１－６２１.

パスカル研究
pp.８１－９２.

カルヴァン研究

比較文化論研究
pp.１０７－１１１.

比較文化論
pp.３９－４９.

カルヴィニスト、イエズス会
士、パスカル研究
pp.３２５－３３１.

比較文化論
pp.１９－２８.

カルヴァン研究
pp.１７－４４.

カルヴァン研究
pp.２３－２６.

カルヴァン研究
pp.４７－５９.

パスカル研究
pp.１７－２９.

パスカル研究
pp.１３－１８.
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３６．『プロヴァンシアルの手紙』―
ジェズイットに対するブレー
ズ・パスカル―（博士論文）

３７．Les Annuae Litterae Prouinciae
Franciae Ad annum Christum
１６５６―パスカルの『プロヴァ
ンシアルの手紙』に関連して

３８．Les Annuae Litterae Prouinciae
Franciae Ad annum Domini
１６５７.

３９．Les Annuae Litterae Prouinciae
Franciae Ad annum Christum
１６５６－concernant Les Lettres
Provinviales de Blaise Pascal－

４０．パスカルの『プロヴァンシア
ルの手紙』（１６５６年）

４１．阿部次郎兄弟らへの長姉から
の書簡―キリスト教との関連
―

４２．Les Annuae Litterae Prouinciae
Franciae Ad annum Christi
１６５８

４３．Les Annuae Litterae Prouinciae
Franciae Ad annum Christi
１６５９

４４．ブレーズ・パスカル論（１－
１１）

４５．ブレーズ・パスカル論（１２－
２３）

４６．ブレーズ・パスカル『プロヴァ
ンシアルの手紙』の表現形式
―手紙―

４７．ブレーズ・パスカル『プロ
ヴァンシアルの手紙』の表現
形式―対話―

４８．La Déclaration de Foi sur la
Prédestination par I’Eglise Ré-
formée du Japon

大阪大学

『社会学部紀要』第６３号
関西学院大学社会学部

Annual Studies vol.４０
関西学院大学

Etudes de Langue
et Littérature

Française No.６０.
Société Japonaise

de Langue
et Littérature

Françaises

GALLIA
大阪大学フランス
語フランス文学会

『社会学部紀要』第６５号
関西学院大学

Annual Studies vol.４１
関西学院大学

Annual Studies vol.４２
関西学院大学

「兄弟」No.４１５―４２５
基督教学徒兄弟団

「兄弟」No.４２６―４３７
基督教学徒兄弟団

『社会学部紀要』第６９号
関西学院大学社会学部

『社会学部紀要』第７０号
関西学院大学社会学部

Annual Studies vol.４４
関西学院大学

１９９０年１１月

１９９１年３月

１９９１年１２月

１９９２年３月

１９９２年３月

１９９２年３月

１９９２年１２月

１９９３年１２月

１９９４年
１～１２月

１９９４年
１～１２月

１９９４年３月

１９９４年３月

１９９６年１２月

パスカルの『プロヴァンシアル』
研究
第１章『プロヴァンシアル』論争
第２章『プロヴァンシアルの手

紙』の表現
第３章 パスカルの恩寵論
全３０７頁

筆者の発見した資料「年次報告
書」の研究 pp.７５３－７８７.

パスカル・ジャンセニスト・イ
エズス会研究
今日消失されていると思われて
いたのを、筆者が発見した資料
の研究。特に、１６５６年度の年次
報告書は学位論文（文学博士
大阪大学）の中心的な部分を占
めている。pp.１５－２６.

パスカル・ジャンセニスト・イ
エズス会研究 pp.９－１７.

筆者の発見した資料「年次報告
書」の研究
pp.７５－８０.

比較文化論研究 pp.１９３－２０２.

日本キリスト教史研究
pp.９－１７.

日本キリスト教史研究
pp.１９－２７.

パスカル研究

パスカル研究

パスカル研究

パスカル研究
pp.８９－９７.

日本キリスト教史研究
pp.４１－５４.
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４９．パスカルと教育

５０．迫害下のフランス改革派教会
教会の歩み（一）―ナント勅
令の発布から廃止まで―

５１．迫害下のフランス改革派教会
教会の歩み（二）―カミザー
ルの戦いと荒野の教会―

５２．オギュスタン・ベルク
象徴的形態としての日本の風
景（訳）

５３．研究ノート 女性と知識（１）

５４．研究ノート 女性と知識（２）

５５．La Déclaration de Foi sur la
Bible par I’Eglise Réformée
du Japon

５６．オリヴィエ・ミエとその研究
業績―（学位論文）
『カルヴァンと言葉の力学：
改革派レトリックの研究』―

５７．オリヴィエ・ミエ「カルヴァ
ンとその時代の文化」（共訳）

５８．M．ルゲルン，M＝R. ルゲル
ン著『パスカルの「パンセ」』
―《パンセ》とは何か―（共訳）

５９．M．ルゲルン，M＝R. ルゲル
ン著『パスカルの「パンセ」』
弁証論のテーマ（１）（共訳）

６０．Déclaration de Foi sur le Saint
Esprit et sur la Mission de
L’Evangile - L’Eglise Réformée
du Japon-

６１．パスカルにおける恩寵論―展
開と傾向―

６２．パスカルの恩寵論の源泉

６３．パスカルの『プロヴァンシア
ルの手紙』
―フランス・ジャーナリズム
文学の傑作」―

６４．『ユグノー詩編歌』から『フ
ランス詩編歌へ』
―『ジュネーヴ詩編歌』のル
ネッサンス―

『キリスト教教育
研究所報告』第３号

四国学院

『社会学部紀要』第７６号
関西学院大学社会学部

『社会学部紀要』第７７号
関西学院大学社会学部

『社会学部紀要』第７８号
関西学院大学社会学部

『社会学部紀要』第７８号
関西学院大学社会学部

『社会学部紀要』第８１号
関西学院大学社会学部

Humanities Review
vol.３.

関西学院大学

『社会学部紀要』第８２号
関西学院大学社会学部

『社会学部紀要』第８２号
関西学院大学社会学部

『社会学部紀要』第８３号
関西学院大学社会学部

『社会学部紀要』第８４号
関西学院大学社会学部

Humanities Review
vol.４.

Kwansei Gakuin
University

『社会学部紀要』第８５号
関西学院大学社会学部

『社会学部紀要』第８６号
関西学院大学社会学部

『社会学部紀要』第８７号
関西学院大学社会学部

『改革教会と音楽２』
エルピス

１９９７年３月

１９９７年３月

１９９７年３月

１９９７年１０月

１９９７年１０月

１９９８年１０月

１９９９年３月

１９９９年３月

１９９９年３月

１９９９年１１月

２０００年２月

２０００年３月

２０００年３月

２０００年３月

２０００年３月

２０００年４月

パスカル研究

フランス・プロテスタント史研究
pp.１３３－１４３.

フランス・プロテスタント史研究
pp.４１－５０.

比較文化論
pp.２３－２８.

文化論
pp.２１５－２２３.

文化論
pp.２１１－２１８.

日本キリスト教史研究
pp.２５－３５.

カルヴァン研究
pp.５－１４.

カルヴァン研究
pp.１５－２３.

パスカル研究
pp.１４９－１６９.

パスカル研究
pp.２２１－２４０.

日本キリスト教史研究
pp.１１－１６.

パスカル研究
pp.１８９－１９８.

パスカル研究
pp.１６９－１８４.

パスカル研究
pp.１２３－１３４.

フランス・プロテスタント史研究
pp.２５－３１.
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�－４．雑 誌

�－３．書 評
１．ダーカン『世界説教史』

―１７～１８世紀、バロック時代
の説教

キリスト教文書センター １９９６年８月

�－５．新聞記事
１．パリ大学国際都市

２．パリの日本研究に新風
コレージュ・ド・フランス
「日本文明講座」が誕生

３．パリ・ソルボンヌ大学の名
誉博士授与式にみる―前田
陽一博士の業績―

４．カルチエ・ラタン―人物と
思想の国際交流－

５．仏の日本研究発展に寄与
―オギュスタン・ベルク―
「風土性」に新たな視点－

神戸新聞社

読売新聞社

神戸新聞社

毎日新聞社

日本経済新聞社

１９６６年

１９７５年４月

１９８０年７月

１９９１年９月

１９９６年１１月

�－２ 辞典項目
１．新キリスト教辞典（分担執筆）

ジャック・マリタン、エティ
エンヌ・ジルソン

いのちのことば社 １９９１年９月

�．その他
�－１ 雑誌
１．山辺に向いて我目をあぐ
関西学院千刈セミナーハウ
ス１０周年記念誌

２．テゼ新しい創造力の鼓動が
世界の若者が集まってくる
出合いと和解の丘―宗教と
芸術の綜合―

３．世界の高等教育
フランス

４．千刈セミナーハウス、サン
・シラン、ジョン・ウエス
レー

関西学院千刈セミ
ナーハウス

発行人 森川 甫
編集人 田添�雄

『クレセント』４
関西学院

『クレセント』６
関西学院

関西学院キリスト
教教育研究室

１９８８年１０月

１９７８年

１９８０年３月

１９９０年
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森川甫教授記念号によせて

� 坂 健 次

「フランス文学、哲学のなかで、ブレーズ・パスカルは私にとっては、いわば初恋の人であった。」

（森川甫先生の大著の「あとがき」より）

森川教授は、大阪外国語大学フランス語学科を卒業され、大阪大学大学院文学研究科修士課程を修了され

たあと、同博士課程を経て、１９６３年４月に関西学院大学社会学部専任講師に就任されました。１９６８年に助

教授、１９７５年に教授となられました。じつに定年で去られる今日まで３８年間もの長い間、社会学部にあっ

て教育と研究に携わってこられました。この間、兵庫県派遣海外留学生、フランス政府招聘給費留学生等

として在外研究に従事されました。これまでのご功績を称え、ご尽力に感謝申し上げます。

ご専門は大別すればブレーズ・パスカルとジャン・カルヴァンの二人の信仰と思想の研究にありました。

むろん、二人の間に両者をつなぐ糸がなかったわけではなく（二人ともアウグスティヌスを拠りどころと

していました）、その糸のもつれをほぐすこと自体も、森川先生の通奏テーマであったことは、先生の４４０

ページに及ぶ大著「パスカル『プロヴァンシアルの手紙』」を読めば分かります。しかし、強いて言えば

先生のご関心がパスカルに始まり、パスカルに終わったことは、先生の最終講義のタイトルが「我が師、

我が友、ブレーズ・パスカル～宗教多元化時代におけるアポロジー構築を目指して～」であったことから

も窺えるでしょう。３００年以上の開きのある思想家パスカルに対して、ついには精神的同時代人として、

「我が友！」と語りかけることのできた、先生の傾倒ぶりと幸せぶりとを思わないではおれません。

パスカル研究の成果はパリの Klincksieck社を含む数多くの出版社からの出版物として、また『フラン

ス語フランス文学研究』（日本フランス語フランス文学会刊行）や『関西学院大学社会学部紀要』その他

のさまざまな学会誌における学術論文として発表されております。多数の論文ならびに翻訳などの業績を

合わせますとその数はじつに８０点近くにも上ります。それらの業績に対する評価は高く、論文「パスカル

『プロヴァンシアルの手紙』」に対しては、大阪大学より文学博士号が授与され、これは２０００年にはさらに

内容を充実させて、上にも触れた関西学院大学出版会より一冊の大著として刊行されました。執着、飽く

なき追究心、熱意、粘り強さ、そういったものの結晶のみが見事な研究成果を収めうることの証左にも

なっていて、門外漢をも飽きさせません。１９９３年には、財団法人国際日本研究所から「西谷啓治賞」が授

与されました。

カルヴァン研究の関連では、編著『現代におけるカルヴァンとカルヴィニズム』（すぐ書房、１９８７）

を、また本邦初訳『新約聖書注解 共観福音書』上（新教出版社、１９８４）も上梓されています。フランス

・プロテスタント史の研究書である『フランス・プロテスタント 苦難と栄光の歩み―ユグノー戦争、ナ

ント勅令、荒野の教会―』（日本基督改革派教会西部中会 聖恵授産所出版部、１９９９も、本邦初の仕事で

あります。

国際交流の側面でのご功績も多大です。ご自身が再三フランスにわたられたことはすでに触れました

が、社会学部にジャン・メナール教授をはじめ、フィリップ・セリエ教授、テレーズ・ゴイエ教授らポー

ル・ロワイヤル学会の参加者を関西学院に招聘されましたし、また山片蟠桃賞を受賞したオーギュスタン

・ベルク氏（本学名誉博士）、カルヴァン研究の第一人者オリヴィエ・ミエ氏の招聘に際しても主導的な

役割を果たされました。

教育面では、フランス語を担当されたのをはじめ、西洋文学、フランス哲学・思想講読演習、比較文化
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論などの授業をもたれました。社会学部にあっては、教務副主任、学生主任、教務主任を、大学では全学

選出の大学評議員を、学院においては院長補佐や千刈セミナーハウス館長をつとめることを通して貢献さ

れました。学外にあっては、学校法人頌栄保育学院理事、財団法人国際日本研究所理事、学校法人四国学

院キリスト教教育研究所運営委員、宗教法人神戸改革派神学校理事は今尚続けておられ、学内のみならず

広くキリスト教主義教育に捧げてこられました。

私自身、社会学部の学生だったとき、森川先生にフランス語での「外国書講読」を教わったことがあり

ます。テキストは、今から思えば当然のごとく、『パンセ』でした。今も、その時のテキストは残ってい

ます。一年間に読んでいただいたのは３０ページになるかならないかでしたが、天と地、右と左はおろかフ

ランス語さえも分からない学生相手に熱をこめて読んでくださったことにも今一度あらためて感謝申し上

げたいと思います。
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